
馬
可
聖
福
音
書
叙
言

(

一)
記
者
。
第
二
福
音
書
の
記
者
マ
ル
コ
、
一
名
ヨ
ハ
ネ
の
事
跡
は
、
使

徒
行
傳
、及
パ
ウ
ロ
書
簡
の
中
に
見
え
て
、エ
ル
サ
レ
ム
に
在
り
し
母
の
家

が
教
會
所
に
宛
て
ら
れ
し
事
、
ペ
ト
ロ
が
天
使
に
因
り
て
監
獄
よ
り
救
出

さ
れ
た
る
時
、直
に
其
家
に
入
り
し
事
等
を
載
せ
た
れ
ば
、其
一
家
が
使
徒

等
に
愛
せ
ら
れ
し
事
推
し
て
知
る
べ
し
。
彼
は
バ
ル
ナ
バ
の
從
弟
に
し

て
、
パ
ウ
ロ
、
バ
ル
ナ
バ
が
兩
人
の
第
一
回
傳
道
旅
行
に
随
ひ
し
が
、
マ
ケ

ド
ニ
ア
國
の
布
教
に
從
ふ
事
を
否
み
し
為
、
一
時
バ
ル
ナ
バ
と
パ
ウ
ロ
と

の
争
論
の
種
と
な
り
、
遂
に
兩
人
手
分
し
て
布
教
す
る
に
至
れ
る
次
第
は
、

使
徒
行
傳
十
五
章
の
終
に
見
え
た
り
。
然
て
暫
く
バ
ル
ナ
バ
と
共
に
布
教

し
、
又
再
び
パ
ウ
ロ
と
會
ひ
、
古
傳
の
一
定
し
て
語
る
所
に
よ
れ
ば
、
特
に

ペ
ト
ロ
の
友
と
も
弟
子
と
も
初
期
と
も
な
り
て
、
遂
に
下
エ
ジ
プ
ト
に
布

教
し
、ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
教
會
を
設
立
し
て
、其
處
に
て
殉
教
せ
し
も

の
の
如
し
。

(

二)

組
織
。
本
書
は
イ
エ
ズ
ス
幼
年
時
代
の
事
跡
を
措
き
て
、
専
其
公
生

活
を
述
べ
、
大
體
は
三
篇
に
分
た
る
、
第
一
に
は
イ
エ
ズ
ス
の
公
生
活(
一

章
乃
至
十
章)

、第
二
に
は
イ
エ
ズ
ス
の
最
後
の
週
間
の
事
柄
、及
受
難(
十

一
章
乃
至
十
四
章)

、
第
三
に
は
イ
エ
ズ
ス
の
復
活
及
昇
天(

十
六
章)

を

述
ぶ
。
詳
細
は
目
録
に
就
き
て
見
る
べ
し
。

(

三)

目
的
。
聖
マ
ル
コ
が
福
音
書
を
書
き
た
る
は
、
聖
マ
テ
オ
が
ユ
デ
ア

人
の
為
に
せ
る
と
其
目
的
を
異
に
し
、
ロ
マ
信
者
又
は
異
教
よ
り
歸
依
し

た
る
人
々
の
為
な
る
事
は
、独
り
諸
傳
の
之
を
證
す
る
の
み
な
ら
ず
、亦
自

本
文
の
上
に
明
な
り
。
即
ヘ
ブ
レ
オ
語
、
又
は
ユ
デ
ア
地
方
の
習
慣
を
記

す
時
は
之
に
解
釈
を
下
し
、
モ
イ
ゼ
の
律
法
、
フ
ァ
リ
ザ
イ
人
の
風
俗
、
又

は
ユ
デ
ア
人
の
み
に
関
す
る
事
は
之
を
載
す
る
こ
と
多
か
ら
ず
、
舊
約
聖

書
を
引
く
事
も
少
く
、イ
エ
ズ
ス
の
奇
蹟
を
述
ぶ
る
に
専
に
し
て
、其
説
教

に
至
り
て
は
、往
々
之
を
省
略
し
去
り
て
、世
の
終
に
関
す
る
こ
と
を
少
し

く
述
べ
た
る
に
過
ぎ
ず
。

(

四)

特
色
。
行
文
の
簡
潔
に
し
て
活
氣
に
富
め
る
こ
と
は
、
マ
ル
コ
福
音

書
の
特
色
と
し
て
殊
に
著
し
き
も
の
な
り
。
諸
家
の
傳
ふ
る
所
に
よ
れ

ば
、其
記
事
専
ペ
ト
ロ
の
口
述
せ
る
所
を
綴
り
た
る
も
の
な
る
が
故
に
、特

に
ペ
ト
ロ
の
事
跡
に
精
し
け
れ
ど
も
、
其
名
誉
と
な
る
べ
き
事
を
載
せ
ず
、

然
れ
ば
、
ペ
ト
ロ
の
物
語
れ
る
事
實
を
、
ロ
マ
人
の
頼
に
よ
り
て
、
マ
ル
コ

が
記
述
せ
し
も
の
な
る
べ
し
、
と
云
ふ
。

(

五)

年
代
。
は
審
な
ら
ず
。
紀
元
四
十
二
年
乃
至
四
十
四
年
頃
の
述
作
な

る
べ
し
と
も
云
ひ
、
或
は
七
十
年
以
前
な
ら
ん
と
も
云
へ
り
。


